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研究目標

最終的な構成 (想定図)
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Yb Fiber発振器

レーザー発振器にSESAMを導入
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発振パルス

18mW出力
繰り返し39.1MHz
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frep

n*frep

繰り返し周波数を逓倍化する
『大強度・高繰り返しレーザー開発』

発振パルス
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発振パルススペクトル

スペクトル幅 11.3nm (fwhm)
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レーザーと共振器のスペクトル

CWレーザーとパルスレーザーの蓄積
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レーザーと共振器のスペクトル

パルスレーザーと逓倍化共振器の違い
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レーザーと共振器のスペクトル

パルスレーザー共振器による狭線幅化 (必要であれば)
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研究計画 (今年度)
最終的な構成 (想定図)
＞今年度はストレッチャー・プリアンプを行い、1W程度の出力を試みる
＞メインアンプなしでコンプレッサーも試験
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まとめと今後の計画

今年度の計画
○これまでの発振器＋逓倍共振器のブラッシュアップ (～引き続き)
・発振周波数調整 ・逓倍後のパルス特性計測

○ストレッチャー、プリアンプ、コンプレッサーの設計 (～5，6月)
・目標値1Wで検討する
・必要に応じてプリアンプは2台体制を検討

○ストレッチャー、プリアンプ構築・評価、及びブラッシュアップ (7月～)
・出力確認
・線幅、パルス幅等評価
・共振器蓄積試験による実証
・逓倍化共振器の有無等


